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袋詰食品のガス置換技術  

久直 義弘，中野 和子，末栓 伸一  

InertG舶軋印1且亡ementT吐血皿01喝yOfFoodP批k亡di腋n仙血  

YbshihiroHis且nObu，KazukoN血10．ShinichiSueTn且t且u   

ドライバッタ晶の虫害割こおいで骨気包讃す思場合．内窄  

晶の酸化一葡蛮などを防ぐためには，不活性ガスでガス置  

換する必要がある．Lかし．閻敵運動するロータリー式充  

填シール撫では．固定ゾーンに磨いて内容晶上部から不語  

性ガスを吹き付けるガス置換法（ガスブロー法）であるた  

めに，内容品がすローダ見の荘れを妨げるので．袋底部側  

のガス置換が不十骨となり．鈷異曲に袋内生倖町置換辛が  

低くな廿．世挟撃の園子の一つであ為残存酸素濃度とLて  

は．呈％からヨ％程度までが限扉と考えられてい晶．   

そこで．従来の固定ゾ」ンでガスブローする方式（従来  

法）を見直した結果，ガスブローでのガス置換が轍Lいと  

考えられていた精白米などのガス居換包巷にぉいて．充填  

前から密封直前まで連続的にガスブローする方式  

脇印加u¢u畠由島国飢町Me也odCG8培）とする事で，浅春  

酸素濃度を0点％以下にできる可能性を東めたので報告する．  

東経方法  

1．充填前脚ら密封宇での嘆傭   

当研究所に設置Lてい為間傲裡崩するロータリー式充  

填シー肘棟1充填シール樺）の工程を参考昨旭．1）に，  

生藍速度せ15袋／升と仮定して，従来法は充萌2秒（f那  

→背横芝砂（l軋巨†ガスブロー呈秒〔l削→待機2砂欄）  

一密封とし．CGB捷はガスブロー1秒（‡訂ト†先端と同時  

にガスブロー2砂（開）→ガスブローヰ砂憫）→辞横2  

秒（周〕→密封とLで，手詰めによるシミュレーションを  

束龍した．   

また．上記（）内は貸間口部の状態を表Lでおり，  

囲は園口状態盈，閉は個口状態†卓上帯同鴇を左右に引  

勺乗っT開口離を同じた状態）を，また待機とは充填シ  

ール構の移動直樹の再現操作を表Lた．  

円邑1装用充填シール機の粁車  

苫．碁■  ノズルから窒素釘送気し，従来法と亡GIき法の各工程・旦   

充境前から密封まで打線作を手詰めで敏速に行うために 冊の状態を操作芋l引こ従っで再現した（円卓．2下）．  

は，操作を単純化する必要があったので．ガスブローノズ  

ルを充填ノズルの両脇に取り付け（円卓．2上L；ガ只ブロー   
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真横から見た場合  真下から見た墟台   

●親口部置開口状態   

でガスブローす苗場   

合と充填と同時ガス   

ブローする場合  

R邑2 手詰め用ガスブローノズル付き充填ノズルの概要  

複素計LC－700F型で袋内残存酸素濃度を測定Lた亡  

結果と考察   

艶乗法のガスブロー時間（ブロー時腑＝恥生産速度を  

15袋／卦と仮定した甘合2秒であ番机CGB法の総ブロ  

ー時間7秒の枯果と比放するた捌こ，従来法でも同じ丁秒  

間ガスアローLた試験を実施し，ブローガ兄証量と残存醒  

素襖度との関係を調べた．   

1．甘栗のガス♯換包簑（F晦．・ヨ）   

従来法・CGB態とも．ブローガス靴土を多くすると残  

存酸素濃度は低くなり，従来法のブロー時間計秒では，ブ  

ローガス寵土18g′分似上で0．甜軌CGB壊では，ブロー  

ガス流量7．5ゼ′分以上で瓜旭％まで低くなり．甘栗の様な  

大き蕃・形状のものはガス寵靂箇重くす古だけで．目苛め  

0茸絡以下になった．   

また，従来法でもすロー時間を7砂とすれば，ブローガ  

ス耽土7．5ヱ／分風上で軋兆髄とな申．ブロー時間を長くす  

れば従来法でも残存酸素濃齢ま低くなるが．鮎貯絡まで部  

限界で．方舟流量が1／3鮎g／卦）の仁和韓傭＃醒素  

襖度肌打施）程麿であうた．   

ヨ．容器  

・手薗めの場合：丁ルミ箔積層スタンデインダパウチ  

（1印Xl餌X訝mml．  

・充填シール棟費用いる場合：  サ  

（120x175x331nm〕．  

ヰ．内専晶  

・むき甘栗（甘栗）  

・ゆで大豆【大豆J  

・ゆでコーン（コ一月  

・水戻LヒFキ〔ヒジ判  

・精白米（無洗米〕  

ヰ・  

：市販袋詰品川個．親朗宮，平均  

封‾入ガス丑約古畑．  

：酷g，平均封入ガス土鍋餌組  

：甜g．平均封入ガス量蘭郁融．  

：和宮，平均封入ガス量約郡舶．  

：手詰め町場合11加g．平均封入   

ガス壬鞄30戚）．  

：充填シール櫻盾．用いる楊督（150  

g．平均封入ガ填量的乃鵬）・  

・煎茶茶菓（煎茶）：亜針平均封入ガスt鞠印画．   

5．笥袖幕丑丘欄是  

認韓体打砕抽軌こ粘着ゴム板盈粘欄付け，マイタロシリ  

ングで袋内ガスを掛18戚梓取L．東レ製・ジ≠コニア式  

．■  
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3．コーンのガス書換包装【F晦．！‖   

従来法・CG8法とも，ブローガス寵圭を重くすると残  

存酸素濃度は低くなる肌従来法のブロー時間甜では，  

すローガス乾量20且′牙以上でも1．1髄となり■．コーンの様  

な大重さ・形状如埴由は，フローガス兄上を多くLても日  

掛耶．5争畠以下にはならなかゥた．CG．良法では．ブローガ  

ス流産丁．5眉／分以上で吼22％まで低くなり．コーン町棟な  

大き蕃・形状倒ものでもCGI∋法を用い各と，日梼紀和．5髄  

以下になった．   

また，従来法でもプロ一時間せ7砂とすれば．ブローガ  

ス流丑10g′卦以上で軋訪％となり，ブロー時間を長くす  

れば従来法でも残存酸素濃勤ま低くなる机0．雄髄富でが  

限界で，アローガス流量が1／2臨月／骨）のCGB法（持  

寄酸素濃度0ヱ2％〕軽度でぁった．  
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円官．ヨ む主甘東のガスブローによ早計ス置換包凝  

従来酷．ブロー時間2砂．  

CGB法．ブロー時間㌣秒．  
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2．大豆¢ガス畢換包藷（F幅．ヰ）   

従来法・CG丑法とも，ブローガス報土を多くす為と残  

存酸素濃度は低くなり，従来法巧ブロー時間2秒では，ブ  

ローガス流量10g′分以上で0．41％，CGB珪では．ブロー  

ガス流量7．5g／分以上で0．20％まで低くなり，大豆の様な  

大きき・帯状のものはすローガス龍土を多くす盈だけで，  

日席の0月％以下になった．   

また，従来法でもブロー時間を7砂とすれば．ブローガ  

ス沈土用戚／分以上で0月1繋となり，ブロー時間を長くす  

れば従来法でも現存酸素濃度は低くなるが，0．31％までが  

限界で，アローガス流量が1／宮〔5g／牙）のCGI∋法〔残  

存酸素漉鹿0』4％）程度であった．  
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0 2．5 5  1（〕 15  20  

アローガス流t（1／舟）  

R官．与 ゆでコ⊥ンのガスフローによるガス置換包装  

■．従来軋ブロー時間ヱ軌  

●． cGB乱 丁ロー時間7軌  

▲． 従来法．ブロー時間7軌  
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1．0  
ヰ．ヒジ牛のガス■碑包昔（F旭．即   

杜乗法・C■G五誌ともサローガス沌暮を多くすると現存  

酸素確度は低くなるが，従来法のすロー時間㌢秒ではすロ  

ーガス涜王宮ロゼ／分鳳上でも1－4％となり．ヒジキ町様な細  

長い形状価も・の軋 アローガス乾生沓多くLても目標の  

q点鞄以下にほならなかった．CGB簸で乱 丁ローガス乾  

生12．5虐／分抜上で0．亜％まで低くなり，ヒジキの様な形状  

のものでもCGB法春用Ilると．ギリギリで畔あるがE席  

の85％以下になった．   

また，従来法でもプロ一時圃を7秒とすれ吼 ブローガ  

ス確量15gノ舟以上で0．53％となり，ブロー時間を長くす  

れば従来法でも残存酸素濃度は低くなるが，0．53施までが  

限界で．ブローガス洗土が2／3亡10β／舟1のCG丑法（残  

存故意瀧定0．亜％）にも及ばなかった．   
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0 2，5 5  1  15  
ブローガス親王亡量／舟1   

円g．ヰlゆで大豆巾ガスブローによるガス置換包装  

■． 従来法．ブロー時間芝軌  

●， CGB法．ブロー時間7秒．  

▲， 従来法．ブロー時間7秒．  
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8．罰罵のガユ■換包装（F旭．8）   
従来法・CGB境ともブローガス流王を多くすると残存  

酵素濃度は低くなる軌柾乗法のすロー時価針秒では．ブ  
ローガス流■悪用′分以上でも畠磨％あり，許茶の様な形状  
のものは．ブローガス沌量を多くLでも日梼昭和，5％以下  
には全く届かず．ガスブローでのガス世換が難しV、内容晶  

で奉った．CGB培でもブローガス推量を多くしないと残  
存醒棄濃度は低くならず，ブローガス洗丑謝甘′分以上で  
0．53％となり．目標の吼5％以下にわずかに届かなかった．   
また．従来法でも・ブロー時間を㌣秒とすれ吼ブローガ  

ス龍丑20ぜ／分以上でヰ」7髄となり．ブロー時間を長くすれ  
l稚乗法でも残存酸素櫻雇層堰くなるが，4．5％までが硯  
界で，ブローガス流量が1′4〔5ゼ／分）のCGB法備青  

酸素襖鹿2．2％）にも及ばなかった．さちに，煎茶の場合  
は．従来法・CGB・珪ともブローガス龍暮が多〈な晶と．  

内容晶に含童れる債詔頚部嚢備口部から青い上がり，シー  
ル郎に噛み込むので注意が必軍でぁった．  
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0 2．5 5  10  1ら  王D  
ブローガス濱t（1／舟）  

Rg．6 水戻しヒジキのガスブローによるガス世供包装  

杜乗法，ブロー時間層勒．  

CG且法，アロー時冊7砂．  

鎚来法，ブロー時伺ア軌  
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5．無洗米旬欄1膚腰痛儒＝F旭．7）   

従来法・CGB法ともブローガス耽土を多くすると残存酸  

素濃度は低くなる机従来法のブロー時間苫秒では，ブロ  

ーガス鑑量20g／卦以上でも且5％となり．無洗米の・様な未  

きさ・形状のものは．ブローガ見直量を歩くLても目標の  

0．5軸以下には全く届かず．ガスブローでのガス置換が牡  

Lい内容晶であった．亡GB法でもブローガス籠丑を多く  

しないと置換状態が寒くなり．ブローガ点流量が1且5‘′  

分以上で0．詔％まで低〈なり．無洗米の様な大吉さ・形状  

由ものでもCGI∃珪を用い苗と．目標の0．5％以下になった．   

また，従来法でもブロー時間を7砂とすれば．ブローガ  

ス龍壬20g／分別上で3虐％となり．ブロー時間を長くすれ  

ぼ牡濯億でも残存酸素濃度■は低くなるが，3．5％までが限  

界で，すロー計舟計量が1／4〔5g／分）のCGB法（蹄帯  

酸素漉鹿3二田引篭庄であった．  
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アローガス証t fl／鼻）  

Rg．8 煎茶茶兼のガスブローによ息ガえ置換包装  

■．徒弟乱ブロー時粥2軌  

●． CG王政．ブロー時間丁軌  

▲，従来法，ブロー時間け軌  
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7．方式の異なるガスブロ一でのガス書換包蓑の比較   

ガスブローでのガス置換について．他の方式と比粧する  

ために，袋開口部とガスブローの状態（円占．9）を再現L  

て，無洗米のガス世換包装を実地し．残存酸素濃度を調べ  

た（円g．1D）．   

固定きれたゾーンモガスブローする従来法では．ブロー  

ガス報土が20g／牙でも．充填直前にガスブローするA方  

式の酸素膿まが2月軌充坑と同時にガスアローする丑方式  

がヨ．酎略，B方式に開封時のガスブローを組み込んだC方式  

が1．岳％となり．結果と背黒6まで従来法とLた充填故にガ  

スブローするD方式が串3乳D方式に同封時のガスブロー  

敵組み込んだE方式が7茸路と酸素濃度が高くなるのに対L   

28  10  15  
アロナガス満t（上′牙）  

R乱丁 無洗米のガスアローに上島ガス置換包装  

従来僅．ブロー時間2軌  

CG耳撞．ブロー時何丁静．  

従来法，ブロー時間丁軌  
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て，充填前」A方式卜充填中田方式卜充填麓（D方式）  

ぬガス直線方式をすべて取り込んだCGB睦打方式）の昂  

0．20髄と．目席の0．5％以下となり，従来法より可成り酵素  

濃度は低くできる辛を認めた．  

＿申且i＿草軋L垂旦」．草軋1＿車軋L＿＿  
l  l  l  

l  l  l  

A方式  

l  l   

l  l   

l  l  

－■－■－－－－■・－－  

l  l  

l  l  

l  l  

＿＿  
ll 施L革製」寧軋」 ：■： ： ：  

（従来法）  

嬰且1＿畢軋L垂旦  
＿  

1  l  

D方式  
（宗；設＝乱  

E方式   

1  1  l  

l  l  l  

l  l  l  

l  l  
】  l  

】  l  

】  l  

I  l  

l  l  〔仁ロB法）F方式  

1ヰ  2  ヰ  8  

時間（静）  

円g．9 充填シール機の袋嘲口部とガスブロー区間（生産速度僅15袋／舟と仮定）   

」■■■，ガスブロー区間．  僻地，開口区間．  

A方式：充填直前ガスプロ→法．  B方式：尭軸毒ガスブロー牡．  

C方式：開口時・尭脚スプロ→法．D方式：充填鼓ガスブロー境．  

E方式：開口時・充臓ガスブロー「蛙．F方式：掛プロ・・一蛙．  

シール療の工程・区間の作掛租酎こ合わせたもので．必ず  

しも最適な条件であるとは青えない．そこで．充填前・充  

填中・充填後のブロー時間と醒寮濃度との阿係を帝ぺるた  

めに，結果と電卓5から．ブローガス洗丑を1ヱgノ牙とL  

たCGB放での無洗米のガス置換包叢を裏地Lて（Fig．11），  

最適ブロー時間を凍咄た．   

充填前は，ブロー時聞¢秒（升スアローなL）でも残存  

酸素凛庶が0，57髄と乾い辛かち，充填甘のガスブローは残  

存酸素濃度の低下に大きく蕃与LていなIlと考えられる  

が，ブロー時間1秒で吼21％，2－3秒で吼19％となり，  

ブロー時間を長くすると残存寵膏凛麿は低くなる群．僅か  

ら見て充填前の最遠ブロー、時掛軸．5砂皿上あれば十分で  

ぁった．   

充填中は．ブロー時間1砂で残存酸素濃度は8．3阜％，2  

秒で0，23軌 3～ヰ砂で0．19鞄となり．ブロー時間を長くす  

ると残存酸素濃度は吐くなるが．値から見て充填中町最遠  

ブロー時間は1砂皿上あ九ば十分であった．   

充填後止．ブロー時間0秒tガ且サローなL）で残存常  

葉濃度が1－2％と高くなる辛から．充填礁のガスブローは  

残存簡素濃度由低下に大畠く寄与Lていると考えら九る  

が，ブロー時間1秒で残存酸素濃まは0．50軌 2砂で  

0．31％．3秒で0』3軌 4秒で0．宜（汚各となり，ブロー時間  

を長くすると残存醒漂濃度は低くなる机偉から見て充填  

後の最適ブロー時間時1．5砂皿上島れば十分で轟った．   

残
存
酸
素
濃
度
（
％
）
 
 

■
－
】
 
 

∧
リ
 
 
 

ェ
ー
l
 
 

ー
 
 

ヱ0  0 2．5 5  †0  
アローガス満1（l／舟）  

F瞳．川各方式によるガス置換包装  

（充填墓前ガスブロー法）．  
（充填時ガスブロー壊ユ．  
佃口時・充填時ガスブロー剖  
（充填後方ス7ロー法ト  
（間口時・充填後ガスブロー削  

（連続ガスブロー謹）．  

0．A方式  
ム．B方式  

▲．じ方式  
□，D方式  

■．E方式  
●．F方式  

8．充填前・中・後におけるブロー時間  

結果と考秦丁までのCG8法でのガユすロー尭件は．先頃  
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酸素濃度との関係卓調べた．   

条件としでは．充韓シール韓昭生産速匪如袋′分（繚  

ブロー時間：且5桝．15袋／分〔総ブロー時間：ア桝 と  

Lた寄合と，適に生産速席僅丁点袋／分（植ブロー時間：  

14削と遅くLた場合奇想雇Lて．CGち籠で褒洗米のガ  

ス置換包装を実施L．韓存酸素濃度の変化を甫べた（F旭．  

1劃．こ町場合．充填シール構の阿藤で，掛ま1加胚175＞く  

調和m・無洗米150g・封入ガス量拇印戚とLた．   

生産速度が1昏亜／升でブローガ風流量12月／牙亡給すロ  

ーガス量．：1．4月）甘の親存酸素濃度は0．28％．1阜g′骨  

牌ブローガス量：已1‘）で0．22％．24gノ骨（振ブロー  

ガス暮：且8月）で雌せぁったが，生藍速度が御堂／舟  

でブローガス龍tlヱ戚／舟（＃ブローガ真量：8．7g）では  

0．」鼻％，18月／分〔総ブローガス量：1ユゼ）で0．34軌24  

月′卦（給ブローガス暮：1．射＝で0．訂解となり，生産速  

度が之倍の30装／別こなっても．目標のq．5賂以下になる  

事を苛めた．   

また．生産速度が7．5袋／骨でブローガス菰量＿12g／卦  

（祐ブローガス量：2月慮）での耗青酸貴誰齢まq．21髄．1呂  

戚′分（鏡ブローガAt：4且りで0．19吼望4g′骨（能  

ブローガス量：5．6月）でロ．1名絡となり，わずかに持寄酸素  

濃度が低く丑量傾向は為る即．舵ブローガスtが多くなっ  

た割に変化が少な〈，CG丑珪でのガス在韓に限界のあ農  

事を認虎た．避に．プロー貯ス洗丑を椚／分（縁ブロー  

ガス量：1．4g）と少なくしても破棄濃財部且4％と低くな  

る事と．揺ブローガ鼠tと耗存簡素凛麿Ⅵ儲権見晶と，ガ  

スブローによるガス置換での舞有能兼瀧定lま．アロー時間  

やガス証土よりも能ブローガスtに影響草れると考えられ  

る．  
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ガスブロー時簡（秒）  

円邑11充填痢一中・故のガスブロー時間の検討  

●，充填乱▲．充♯ヰ．t，尭♯軋  

9．生産速度と熱闘蜘印膿との関係   

藍果と考察8の癌黒から，癌果と考察7までの条件（充  

填前1秒・充填中2秒・充填後4秒．♯すロー時間丁秒）  

では余刑こガスブローLていた事になる．ただL．寸法が  

10ロXユ甜X甜mmや1別保175X刀mm程度の嘆蘭の堵合，  

売韓シール株でめ一般的優生産速度は卸袋／分であり，裾  

果と嘲7までのブロー時間の1／2〔充填粛0．5秒・充填中  

1酔・充填凍2軌総ブロー時間3．5桝 となり，♯適ブ  

ロー時間（充填前0．5秒・充填中1秒・充填捷1．5軌能サ  

ロー時間封酎ギIJギリとなる．そこで．充填シール機に  

ガスブローノズルを取り付け（F旭．12】．生産速度と残存  

ーノズル   
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生産速度亡痍／舟）  

ヨ○  空   き   4  

厳封真土（虞）  
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Rg．相 生塵速度と薦帝酸兼濃監との関係  F垣．1ヰ 親好ス暮と弗＃酸素濃度との関係   

アロー時間：3占秒（生産速度：謝辞／釦   

ブロー時価：丁秒一生産速度：1五袋／二刑   

ブロー時阿ニ14秒（亜藍速席：7頗／射  

甘．ガス範暮  
●．ガ寛流■  

0，ガス滴暮  
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1ロ．総ブローガス1と殊存酸素濾腐との聞儒   

Ft亡．1ヨの値を基に．橙ブローガス量けローガス式  

士XブローF引削と残存酸素濃度との阻係を調べた（F粗  

目‖．   

ブロー時間が同じ場合は，総ブローガス立と残存酸素濃  

度との開に直線性があり，ガスブローによるガス置換での  

残存酸素濃度の蛮化は．繚ブローガス量に影響される事を  

認めた・また．ブローガ1流量が沓〈なるほど残存醒棄濃  

度は低くなるが．繚ブロー時間14秒ではブロー粁ス流量  

の範開が鼠7虔で残存醒素漢鹿の変化は0．03軋鹿ブロー時  

間ア秒ではブローガス館主の範囲が1，4ゼで残存醒棄濃度  

の変化は0．肪％，紀ブロー時間3．5秒ではブローガス涜王の  

範囲が0．丁ゼで残存酸素漉度の変化は0．卸％と，繚ブロー時  

間が短くなるほどブローガ升流量の範囲が狭くなると共  

に．残存無意味直の変化が大きくなり．CGB法でガス憧  

換する壊合でも．鹿ブロー時間を長くした方が残存酸素濃  

度は安定化すると考えられる．   

この事は，固定ゾーンで塩時剛ニガスブローしでガス置  

換する従来法では．ブローガス流量とブロー時間を可成り  

正確に調整Lないと仁残存酸素濃度の変動幅が大きくなる  

事を示唆Lている．LかL，充填前から密封直前までの間  

をブロー時間とするCGt∋珪では，充填シール撫の袋保持  

ユニット故にもよるが，たとえば畠ユニットでは従来法と  

同じ生産速度でもブロー時間を3．5倍以上長くできるので，  

残存酸素濃度の低下・変動幅の鯨小な巴 いずれの結果に  

おいでも従来法より壊れていた．  

11．舌試料の♯宣総ブローガス1   

F瞳．14で得られた各プロットを2つ瑚削こ分けてみる  

と（F旭．1ヰ中の礁削．この2集の変わる点として総ブロ  

ーガス量削．4gと残存酸素濃加盟％が求まる．この値札  

これ以上総ブローガス量僅増加させても残存酸素濃度を低  

くする効果が小さい事を示Lており，一例とLて残存酸素  

漉度Ot25％如皿％とする給ブローガス量は約4ゼとなり，  

わずか0■05％低くするために．掛2．6月余別こガスブローす  

る必要があり．置換劫寧ヤプローガスのコストを考えると  
問題がある．すなわち，この値は無洗米のガス置換包掛こ  

おいで，残存敵意濃度を効率良く置換できる総アローガス  
tと考えられるので．最遠揺ブローガス貴と言える，そこ  

で．甘栗・大豆・コーン・ヒジキ・蘇茶についでも同じ手  

法で最適揺ブローガス豊を求也た（R古．1らL   

むき甘栗の最適線ブローガス量は約皿鮎りで残存酸素濃  

度は0．32％．ゆで大豆は掛0．64gで0．27％．ゆでコーンは  

靴鳩‘で0．33乳水戻Lヒジキは鞄1ヱ‖で0．50乳無洗米  

は勒1．4gで0．25乳甫茶茶葉は削，2gで朋3％であった．  
すなわち，むき甘栗・ゆで大豆■ゆでコーンの様な大き  

き・形状の物はCGB珪を用いれば比鞋的計ス置換しやす  

いが，水菜Lヒジキ・無洗米・煎茶茶葉の様な大きさ・形  

状のものは，CGB法を用いてもブローガス王を多くLな  
いと置換率は向上Lなかった，また．水虞Lヒジキヤ煎茶  

茶葉〔かりがね）の様に細長い物はCGB法を用いても残  

存酸素漬度は自席の0．5％以下にならず，CGlヨ法を用いて  
もガス置換しにくい内容品であった．ただL，充填シール  

栂を用いると仮定Lて，同じ生産速度間で残存酸素濃度を  

比較すると．水扉Lヒジキは従乗法が1．4％に対LてCGB  
法が0・5％，煎茶茶礫は古．椚射＝鱒Lて0．53％と．E標の  

0・5％以下にはならないが，圧樹的にCGB法の置換辛が高  

かった．   
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円邑16 瑞存醒素議鎮め変化点  

要約   

余話サティバッタ晶申告先包装に磨いて．隠取運劫す息  

充填シール綾を用いて針鼠すロー■によるガス置換包装を行  

う嶺塘．捜索中周宏ヅーンでオスすローす晶方法〔従来法）  

に対Lて，充填衝から密封直前まで連続的にガスサローす  

見方珪（CG忍法きについで検討した．   

車軸の条件内にぉいて，むき甘栗・ゆで大豆・ゆでコ  

一打町様査大きさ・形状伯ものは，すローガス報土蓉多く  

するかガ■スブロー時間壷長くす為だけで．従来法でも残存  

酸素漉齢ま日操の昭和払下になるが，ブローガス龍土を多  

くす晶と韓存酵素濃度町変動幅が大草くなり，ガスアロー  

時牌車長くす引こは生産速度蕃温くす晶必要があゃた．   

しかL．CGB洩を用い晶と，ブロー計ス就量号礎腐儲  

より少なくLても訃詩吟現存酸素濃度鮎税以下となり．充  

填与－ル♯の費保持ユニット数濫もよ鳥肌ガスブロー時  

間を従来法の3点括以上長くLでも生産速度は速くす為必  

要はなかぅた．また．従来法ではガスブロー拉よ盈ガス置  

換包軸雪♯Lいと考えられていた無洗米の樺奇大きさ・帯  

状巧ものについても．C印韓を用いる事で日商由強者酵  

素凛腐蝕摘心下にで重た．   

ただL一 軒スブローでガス置換宜行う場合の欠点でも鼻  

息が．従来蕗・CG月韓共，内容晶に榔東が含まれると  

ガスすローに£り藤里上が島町で．別のガス置換方法塩考  

え鳥必要があった．   


